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日ごろより市政及び社会福祉協議会の運営にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申

し上げます。 

さて、鶴ヶ島市及び鶴ヶ島市社会福祉協議会では、安心して暮らせる地域づくりを目

的とした「第４次鶴ヶ島市地域福祉計画・鶴ヶ島市社会福祉協議会地域福祉活動計画」

を策定します。 

この計画の策定に当たり、事業者（地域住民と直接関わる専門職の方）や団体の皆様

の地域福祉に関する考えやご意見をお寄せいただき、計画策定の資料にさせていただく

ためのアンケートを実施いたします。 

つきましては、今後の地域福祉を発展させるため、ご協力くださいますようお願いい

たします。 

なお、ご回答いただいた内容は、統計的に処理するもので、この調査の目的以外に使

用したり、皆様にご迷惑をおかけすることはございません。 

 

令和７年１０月 

鶴ヶ島市長          齊 藤 芳 久 

鶴ヶ島市社会福祉協議会 会長  金泉  婦貴子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域福祉に関する事業者（専門職）・団体アンケートの 

ご協力のお願い 

 

～ ご回答へのお願い ～ 

１. ご回答者 

(1) 事業者及び福祉サービスを提供されている専門職の方（ケアマネジャー、ヘルパー等） 

※事業所内の専門職の方の意見を可能な範囲で集約のうえ、ご回答ください。 

(2) 団体（ボランティア市民活動団体・サロン等）の代表者の方 

※団体の会員（スタッフ）の意見を可能な範囲で集約のうえ、ご回答ください。 

 

２. 回答期限：令和７年１１月１１日（火） 

 

３. 回答方法（①または②どちらかでご回答ください） 

①インターネットによる回答 

【URL】 

https://smilesurvey.co/s/cbd3ce0d/o 

※回答方法については、別紙１のとおりです。 

②紙の調査票（コピー可）による回答  

※紙での回答の場合は、問い合わせ先への持参または同封の封筒に入れて、切手を貼らずに

投函してください。 

 

 

令和７年度 事業者・団体調査票 

回答用二次元コード 
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■地域福祉計画とは 

第６次鶴ヶ島市総合計画（基本構想・後期基本計画）と調和を図り、地域福祉を推進す

る計画で社会福祉法第 107 条の規定に基づく行政計画です。また、地域における高齢者、

障害者及び児童福祉、その他の福祉の各分野における共通的な事項を記載する上位計画と

しても位置付けています。 

■地域福祉活動計画とは 

社会福祉協議会が民間活動計画として市民とともに策定し、市民と相互に協力し合い、

地域福祉を推進するための活動・行動計画です。 

※第３次地域福祉計画に続き、市及び社会福祉協議会は、市の地域福祉における現状及び

課題を把握し、より効果的な地域活動の展開を図るために第４次鶴ヶ島市地域福祉計画・

鶴ヶ島市社会福祉協議会地域福祉活動計画を協働して策定します。 

 

 

 

 

 

 

＜事業者又は団体の組織についてお書きください。＞ 

回答者等 

※ご確認させて

頂きたいこと

があった場合

ご連絡させて

いただくこと

があります。 

回答者氏名： 

事 業 所 名： 

所 在 地：鶴ヶ島市 

電 話： 

E - m a i l： 

法人又は団体名  

事業又は団体の

分野  

□ 高齢・介護 

□ その他（ 
□ 障害  

□ こども 

  ） 

※主たる分野を１つ選んでください。 

事業又は活動の

内容 

□ 相談（ケアマネ・包括など）  □ 通所  □ 入所  □ 訪問 

□ 市民活動  □ サロン  □ その他（   ） 

※事業・活動内容を選んでください。複数回答可 

従業員数又は 

会員数 
        人 

  

【問い合わせ先】 

鶴ヶ島市 福祉部 福祉政策課  金野 電話：049-271-1111 （内線 287） 

（E-mail：10500010@city.tsurugashima.lg.jp） 

鶴ヶ島市社会福祉協議会     牧野 電話：049-271-6011 （内線 614） 

（E-mail：honbu@tsurusha.or.jp） 
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問１  支援者（活動者）として地域住民と関わる中で、増えてきたと感じる

地域の課題等はありますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 高齢者に関すること 

□ 身寄りがない人に関すること 

□ こどもの教育に関すること 

□ 家族関係に関すること 

□ 外国人に関すること 

□ 障害者に関すること 

□ こども・子育てに関すること 

□ 経済的な困窮に関すること 

□ 対人関係に関すること 

□ 消費者被害（特殊詐欺等を含む）に関すること 

□ 虐待に関すること □ ケアラー（※¹）に関すること 

□ 複合的な課題〈いわゆる 8050 問題（※²）やダブルケア（※³）など〉に関すること 

□ 医療・健康（メンタルヘルスを除く）に関すること 

□ メンタルヘルス（自死を含む）に関すること 

□ 仕事に関すること □ 住まいの確保に関すること 

□ 社会・地域とつながりがない人（孤独・孤立）に関すること 

□ 災害時の備えに関すること 

□ 感染症に関すること 

□ 特にない 【問２へ】 

□ 地域活動(自治会など)に関すること 

□ その他（    ） 

 

※¹）ケアラーとは、高齢、身体上又は精神上の障害又は疾病等により援助を必要とする親族、友人そ

の他の身近な人に対して、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他の援助を提供する者（埼玉

県ホームページより引用） 

※²）8050問題とは、80代の親とひきこもり状態の 50代の子が同居する世帯の孤立・困窮化に伴う

さまざまな問題 

※³）ダブルケアとは、育児と介護を同時期に担うことで、育児と介護の両方の責任や負担が重なる状態 

 

問１-１  問１のうち、特に気になっている事例を具体的に教えてください。 
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問１-２  増えてきたと感じる地域の課題等を解決するために、実施すべき

取組や支援策等の案がありましたら、お書きください。 

 

 

 

 

 

 

問２  市民に対する生活の支援などの相談支援や福祉サービスの提供や団

体としての活動をしていくうえで、あなたが連携していく必要があると

思うところはどこですか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 地域住民 

□ 地域支え合い協議会 

□ 民生委員・児童委員 

□ 企業や商店街 

□ 市の障害者担当課 

□ 市の生活困窮と生活保護担当課 

□ 市の自治会などの担当課 

□ こども家庭センター 

□ 教育センター 

□ 居宅介護支援(ケアマネ)事業所 

□ 小学校や中学校 

□ 社会福祉協議会 

□ 自治会 

□ ふれあいいきいきサロン・市民センターのサークル 

□ 保護司 

□ 市の高齢者担当課 

□ 市の児童・家庭に関する担当課 

□ 市の住まい施策の担当課 

□ 保健センター 

□ 市民センター、女性センター 

□ 地域包括支援センター 

□ 障害の相談支援事業所 

□ 高校、専門学校、短大、大学 

□ 権利擁護支援センター 

□ 生活サポートセンター（生活困窮自立相談支援センター・障害者基幹相談支援センター） 

□ 福祉サービス事業者（在宅・施設サービス） 

□ 医療機関 

□ ハローワーク 

□ その他（    ） 
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【問２で「地域住民」～「その他」を選択した方に伺います】 

問２-１  事業者・団体等と連携するにあたって自治体に望む支援があれば、

お書きください。 

 

 

 

 

 

 

問３  福祉支援や団体活動をするうえで、解決が難しかったと感じた事例が

ありますか。 

（１つ選んで☑をつけてください） 

□ ある 【問３－１、３－２へ】 □ ない 【問４へ】 

 

【問３で「ある」を選択した方に伺います】 

問３-１  福祉支援や団体活動をするうえで、解決が難しかったと感じた事

例を具体的に教えてください。 
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【問３で「ある」を選択した方に伺います】 

問３-２  問３-１を解決するための支援策やアイデアがありましたら、教

えてください。 

 

 

 

 

 

 

問４  福祉支援や団体活動を行ううえでの問題、課題等はありますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 活動のマンネリ化 

□ 住民のニーズに合った活動ができていない 

□ 支援を必要とする人の情報が得にくい 

□ 住民に情報発信する場や機会が乏しい 

□ スタッフの高齢化 

□ スタッフの性別に偏りがある 

□ スタッフが不足している 

□ 様々な人が興味を持ち、参加しやすい活動ができていない 

□ 地域コミュニティの希薄化 

□ それぞれ仕事があり活動しにくい 

□ リーダー（後継者）が育たない 

□ 他の団体と交流する機会が乏しい 

□ 活動の場所（拠点）の確保が難しい 

□ 資金が足りない 

□ 活動に必要な情報や専門知識が不足している（適当な相談者がいない） 

□ その他（         ） 

□ 特に困っていることはない 
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問５  活動の担い手を増やすために必要な行政の支援はありますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 現役世代が参加できるよう、週休二日制の完全実施など労働時間短縮の施策を充実

する 

□ ボランティア休暇を取得できるよう事業所に呼びかける 

□ 活動への財政的な支援を充実する 

□ 活動についての相談など人的支援 

□ ボランティア募集や活動の周知など、広報や市民活動サポートセンターなどを充実

する 

□ 地域福祉・ボランティア活動の必要性の周知、学習会等の開催 

□ その他（         ） 

□ 特にない 

 

問６  地域における助け合いを活発化するため、市や社会福祉協議会の取り

組みとしてどのようなことが重要だと考えますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 市広報や社会福祉協議会広報などの充実 

□ 学校等での福祉教育の充実 

□ 支援が必要な人（要援護者）の情報共有 

□ 地域の困りごとを気軽に相談できる窓口 

□ 地域の人達で課題を解決する仕組みづくり 

□ 福祉ボランティアなど人材の育成 

□ その他（         ） 

□ 特にない 

 

  



 

8 

問７  包括的な支援体制（支援を必要とする人を地域全体で支援する体制）

の整備に関する事項として優先的に取り組むべき事項を選択してくだ

さい。（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 地域福祉に関する活動への、地域住民の参加を促す活動を行う者に対する支援 

□ 地域住民等が相互に交流を図ることができる拠点の整備 

□ 地域住民等に対する研修の実施 

□ 「住民に身近な圏域」において、地域生活課題に関する相談を包括的に受け止める

体制の整備 

□ 地域住民の相談を包括的に受け止める場の周知 

□ 地域の関係者等との連携による地域生活課題の早期把握 

□ 地域住民の相談を包括的に受け止める場における支援体制の構築 

□ 協働の中核を担う機能（専門機関の中でリーダーシップをとること） 

□ 支援に関する協議及び検討の場 

□ 支援を必要とする者の早期把握 

□ 地域住民等との連携 

□ その他（         ） 

 

問８  貴事業者又は貴団体では、災害時に備えた活動を実施していますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 役員などを対象に勉強会を実施している 

□ 地区内の住民を対象に勉強会を実施している 

□ 自主防災組織を立ち上げた 

□ 地区内の支援が必要な人の情報を集約し、リストを作成している 

□ 防災マップを作成している 

□ 災害時の対応マニュアルを作成している 

□ 支援が必要な人に対し、日常的に見守り・声かけなどを実施している 

□ その他（         ） 

□ 特に実施していない 
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問９  地域福祉に関する市の施策について、満足度をお答えください。 

（施策ごとに１つ選んで☑をつけてください） 

 満足 やや満足 
どちらとも 

いえない 
やや不満 不満 わからない 

※記入例 ⇒ □ □ □ □ □ □ 

重点施策 

① 複雑化・複合化した課題の解決に
向けた支援 

□ □ □ □ □ □ 

人と人がつながる地域づくり 

② 誰もが役割を持ち、支え合いなが
ら、自分らしく活躍できる地域づ
くり 

□ □ □ □ □ □ 

③ 多世代が気軽に交流でき、相談で
きる居場所や拠点づくり 

□ □ □ □ □ □ 

④ わかりやすい情報発信と市民同
士のつながりづくり 

□ □ □ □ □ □ 

地域生活課題を受けとめ支え合う仕組みづくり 

⑤ 見守りや手助けし合える輪がで
きる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑥ 地域で相談し合える仕組みづく
り 

□ □ □ □ □ □ 

⑦ 多様な活動主体が連携・協働し、
地域生活課題を把握できる仕組
みづくり 

□ □ □ □ □ □ 

安心して暮らせるまちの地域包括支援体制づくり 

⑧ 相談しやすく、適切な支援を受け
ることができる庁内の横断的な
支援体制づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑨ お互いに得意不得意、事情や文化
の違いを理解し合い、支え合うこ
とができる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑩ 災害時においても、迅速に対応で
き、支え合える地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 
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問１０  今後、地域福祉の推進に向けて、市が実施する各施策について、あ

なたが考える重要度をお答えください。 

（施策ごとに１つ選んで☑をつけてください） 

 重要 やや重要 
どちらとも 

いえない 

あまり重要

ではない 

重要では

ない 
わからない 

※記入例 ⇒ □ □ □ □ □ □ 

重点施策 

① 複雑化・複合化した課題の解決に
向けた支援 

□ □ □ □ □ □ 

人と人がつながる地域づくり 

② 誰もが役割を持ち、支え合いなが
ら、自分らしく活躍できる地域づ
くり 

□ □ □ □ □ □ 

③ 多世代が気軽に交流でき、相談で
きる居場所や拠点づくり 

□ □ □ □ □ □ 

④ わかりやすい情報発信と市民同
士のつながりづくり 

□ □ □ □ □ □ 

地域生活課題を受けとめ支え合う仕組みづくり 

⑤ 見守りや手助けし合える輪がで
きる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑥ 地域で相談し合える仕組みづく
り 

□ □ □ □ □ □ 

⑦ 多様な活動主体が連携・協働し、
地域生活課題を把握できる仕組
みづくり 

□ □ □ □ □ □ 

安心して暮らせるまちの地域包括支援体制づくり 

⑧ 相談しやすく、適切な支援を受け
ることができる庁内の横断的な
支援体制づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑨ お互いに得意不得意、事情や文化
の違いを理解し合い、支え合うこ
とができる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑩ 災害時においても、迅速に対応で
き、支え合える地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 
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問１１  鶴ヶ島市が地域福祉施策を進めていくうえでご意見がありました

らお書きください。また、課題も合わせてお書きください。 

 

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

 

 

◇質問は以上です◇ 

お忙しい中ご協力ありがとうございました。 


